
株式会社エフエム茶笛  

2022 年度第 5回番組審議会議事録 
 

 

１．開催年月日：令和 5年 1月 18日（水）17時 00分～18時 00分 

 

２．開催場所  ：株式会社エフエム茶笛 2階 会議室 

 

３．委員の出席 

委員総数  ：5名 

出席委員数：5名 

出席委員  ：水村雅啓（番組審議委員長）、飯島静江、山本優 

      黒川進、若月真理子 

 

放送事業者側出席者：代表取締役社長 荻野 喜美雄 

専務取締役   東 たか子 

放送局長     宮岡 洋明 

技術制作課長  秋山 知広 

 

４．議    題  ：番組の放送内容について 

 

５．議事概要 ： 

議題に沿って委員より放送聴取の感想・意見・疑問点などを挙げていただ

き、他の委員と意見を交わす形式にて議事を進行、必要に応じて放送事業者

側出席者が説明・ 回答しながら会を進めました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



６．審議内容 

 

委員長： 

 番組を聴いている中で、私の一番適切な時間に放送されているのが交通情報です。車に

乗っている者にとって、このタイミングでこの放送をしてくれるのはとても嬉しい事で耳

に入ってきます。時間的にたくさん流れているわけではないと思いますが、行き先が混ん

でいるのか、空いているのかはとても重要な問題だと思います。非常に良いタイミングで

交通情報を流してくれているのはありがたく思っています。これからは内容について、例

えば交差点の名前だけでなく、ランドマークになるようなものを指定して交通情報を流し

ていただけるとますますよくなっていくと思います。 

 私の好きな番組「とれたてラジオ」（月曜日～金曜日・午前 8：00～11：00）の中に、誰

かの誕生日のコーナーがあります。最近の人だけではなく、昔の人や、懐かしい人、その

人をテーマにした曲が流れていたり、様々な形の誕生日のコーナーを楽しめているので長

く続けてほしいです。 

 

委員： 

 数年前から、入間市内でオレンジの花をよく見かけるようになりました。「くらっしぃ～

♪」（月曜日～金曜日・正午～15：00）の番組の中で入間市が「オレンジガーデニングプロ

ジェクト」に参加していると知りました。その日は近くの病院の理事長が出演されていま

した。このプロジェクトに賛同し、様々な取り組みを実例を挙げて紹介していました。病

気になっても暮らしやすい街であってほしいと思います。また、「爪 Q シール」の活用事

例も聴きました。認知症を患う方が今後増えると言われています。私もいつかその日が来

るかもしれません。これらの情報は入間市の広報でも提供されているようですが、私は全

然記憶に残っていませんでした。ラジオでゲストの方のお話を聴いたり活用事例を聴いた

りすることで記憶に残ります。今後も様々な工夫を凝らして、分かりやすく丁寧な情報提

供をお願いします。 

 

事業者： 

 今後も様々な手法を用いて「記憶に残る情報発信」に努めます。 



委員： 

 スマートフォン向けアプリ「レディモ」を、インストールしています。ラジオを聴きな

がら画像や映像も見られることでハイブリッド型になると思います。Twitter、Facebook、 

YouTube で、おそらく Twitter のフォロワー数が 3200 で YouTube と Facebook は 1500 を超

えていると思います。YouTube でフォロワー数が 1500 を超えるのは大変なことで、定期的

に必要な情報を発信して、チャンネル登録やフォロワー数を獲得しているのだと思います。

防災の観点からもハイブリッド型は大切だと思っています。耳で聴いてイメージはできま

すが、さらに画像があれば視覚からも捉えられると思います。有事の際も大きな意味があ

ると思いますので、聴くだけではなくハイブリッド化は必要だと思います。その役目はラ

ジオだと思いますのでこれからも先進的に進めていただけたらと思っています。 

 

事業者： 

 ラジオ放送＋SNS のハイブリッドは、現在の私共にとって欠かせない情報発信手段だと

思っています。今後は、連携の方法やアーカイブ配信についても更に研究を進め、より効

果的な情報発信を目指します。 

 

委員： 

 私が主に聴いている番組は「くらっしぃ～♪」（月～金曜日・正午～午後 3：00）の 12：

30～13：00の時間帯で、入間市役所で聴いています。「爪 Q シール」は「みんなで進めよ

う！SDGｓ」の取り組みで、入間市役所と FM チャッピーが一緒に行っている制作です。携

われた事を嬉しく思っています。 

  

委員： 

 番組内の交通情報で、渋滞が 300 メートルなどと言いますが、短い距離だと感じます。

ラジオ局で、この表現は必要性があるのかお聞きしたいです。 

 

事業者： 

 渋滞情報を表示するシステム上に 300～500 メートル規模の渋滞情報が現れるのは事実で



す。道路渋滞の特性上、情報取得のタイミングによっては、短い渋滞はアナウンスされた

時に解消されている可能性もありますが、情報取得時間を明言した上で、今後も適切な情

報発信に努めてまいります。短い渋滞をどこまでアナウンスするか等については、社内で

協議させていただきます。 

 

 

委員長： 

これで、審議を終了させていただきます。        （以上で議事終了） 

 

 

７．審議機関の答申又は改善意見に対してとった措置及びその年月日 

審議機関の答申又は改善意見の内容 事業者による対応措置 対応措置の実行年月日 

道路交通情報で、最短渋滞距離の

あり方 

最短渋滞距離に対するアナ

ウンスルールの検討 
2023年 1月 23日 

 

８．審議機関の答申又は意見の概要を公表した場合におけるその公表の内容、  

方法及び年月日 
 

本議事録を、下記の日時、方法にて公表・閲覧可能と致します。 

・1月 25日より、弊社ホームページ（URL http://www.fmchappy.jp）にて掲載。 

・1月 29日（日）午前 7：00～7：27「番組審議会レポート」にてラジオ放送。 

・書面:自社来客用窓口に据え置き 

 

９．その他の参考事項 

  
特になし。 

以上 


